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書籍は全部で 253 種あり、そのうち文学は 111 種、思想は 98 種で両分野が圧
倒的に多い。大半の資料が分布している所蔵機関はソウル大学校と国立中央図
書館である。ソウル大学校の場合、所蔵総数 157 種のうち 126 種が、国立中央
図書館の場合、所蔵総数 115 種のうち 98 種が、1945 年以前に出版されている。
既刊の分野別順位をみると、日本思想に関連する書籍は 78 種で最も多いこと
が分かる。






















































































































































いる点である。合計 1,722 編の中で、比較考察を行った論文は 598 編を占め、
全体の三分の一に近い比重を示している。最も多いのは歴史分野の比較考察で
































































































































































































（2013 年 5 月 11 日、於国際日本文化研究センター第 3 共同研究室）での口頭
発表に基づく。席上でご意見賜った諸氏に御礼申し上げます。
なお、小稿には、染谷智幸・崔官編『日本近世文学と朝鮮』（勉誠社、2013 年）
に掲載した論文の一部も含まれている。
